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稲敷地方広域市町村圏事務組合《令和２年度予算》稲敷地方広域市町村圏事務組合《令和２年度予算》

■問合せ　稲敷地方広域市町村圏事務組合☎０２９７－６４－３７４１、ホームページ（http://www.inashiki-kouiki.jp/）■問合せ　稲敷地方広域市町村圏事務組合☎０２９７－６４－３７４１、ホームページ（http://www.inashiki-kouiki.jp/）

１，１２０万円《水防事業特別会計》

４５億５，６１０万円《 一 般 会 計 》

３７億３，８７５万４千円

７８０万円

５２０万円

３５万円

１千円

１，０００万円

９，０００万円

２０１万円

４５億５，６１０万円

６億５，０５０万円

３４９万円

７，６９８万９千円

４１億９，２７７万１千円

２億８，１９５万円

９０万円

４５億５，６１０万円

歳　入　項　目 予　算　額 予　算　額構成比

合　　計

歳　出　項　目 構成比

合　　計

８２．１％

１４．３％

分賦金及び負担金

０．２％使用料及び手数料

０．１％県 支 出 金

５，１８０万円 １．１％国 庫 支 出 金

０．０％財 産 収 入

０．０％寄 附 金

０．１％議 会 費

１．７％総 務 費

９２．０％消 防 費

６．２％公 債 費

０．０％予 備 費

０．２％繰 越 金

０．０％諸 収 入

１００．０％ １００．０％

組 合 債

９９３万１千円

７２万１千円

４０万円

１４万８千円

１，１２０万円

１，１１０万円

１０万円

１，１２０万円

歳　入　項　目 予　算　額 予　算　額構成比

合　　計

歳　出　項　目 構成比

合　　計

８８．７％分賦金及び負担金

６．４％

３．６％

２．０％

１．３％

財 産 収 入

繰 入 金

９９．１％水 防 費

０．９％予 備 費

繰 越 金

諸 収 入

１００．０％ １００．０％

令和元年中の火災件数は１２６件で、前年に比べ３件増加して
います。火災種別件数は下表のとおりで、前年に比べ建物火
災６件、車両火災が９件増加しています。

令和元年中の救急出動件数は１３，８４３件で、前年に比べ１６５件増加しています。
※美浦村は７４４件・前年比３０件増。
救急種別は急病が９，４５９件と最も多く、次いで一般負傷１，８９８件、交通事故１，０９６件、転院７３５件、そ
の他６５５件でした。救助出動件数は２０２件で前年に比べ１５件増加しています。内訳は、交通事故７３件、
火災事故６８件、水難事故１４件、その他４７件でした。

火災

救急・救助

建　物

５１ １２６

６，２３７

２

５，１７１

１，０８３

２５３

３

３ １８

７

全　域

美浦村

▼火災発生状況

▼傷病者程度別搬送状況

林　野 車　両 合　計

５４

２２

その他

死　亡

単位：人

単位：件

単位：件

重　症

中等症

軽　症

その他

２８

１２

９

▼

主な火災
　出火原因

放火の疑い

火入れ

たき火

放火

たばこ

配線器具

電灯等の配線

コンロ（天ぷら）

９

７

５

４

４

◎住宅用火災警報器の設置は
　お済みですか？

◎救急車の適正利用に
　ご協力ください。

◎住宅用火災警報器の設置は
　お済みですか？

◎救急車の適正利用に
　ご協力ください。

令和元年「消防ミニ白書」令和元年「消防ミニ白書」
稲敷地方広域市町村圏事務組合
管轄区域：龍ケ崎市、牛久市、稲敷市、
阿見町、利根町、河内町、美浦村

菜
た
ね
花
咲
く
田
舎
の
春
は
蝶
を
お
伴
に
畑
仕
事　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

今
朝
は
そ
の
ま
ま
掃
か
ず
に
置
こ
う
散
っ
て
ま
ば
ゆ
い
椿
花　
　
　

門
脇
悠
美

花
粉
ウ
イ
ル
ス
収
ま
る
ま
で
は
ネ
コ
と
こ
た
つ
で
冬
ご
も
り　
　
　

石
戸
葎
華

忘
れ
な
草
の
押
し
花
は
さ
み
想
い
告
げ
ず
に
返
す
本　
　
　
　
　
　

山
崎
笑
子

弥
生
三
日
に
生
ま
れ
た
吾
子
の
桃
の
記
念
樹
真
っ
盛
り　
　
　
　
　

酒
川
夢
花

今
は
東
京
も
マ
ス
ク
の
波
で
花
の
銀
座
は
色
気
無
し　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

桃
花
雛
壇
祝
っ
た
孫
も
月
日
流
れ
て
母
と
な
る　
　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

母
の
や
さ
し
い
面
影
忍
び
桃
の
節
句
の
雛
飾
り　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

水
禍
乗
り
越
え
桜
の
土
手
の
花
芽
ほ
ん
の
り
紅
を
さ
す　
　
　
　
　

田
島
草
実

花
が
大
使
が
こ
ぼ
れ
る
笑
み
で
送
り
迎
え
の
梅
ま
つ
り　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

稼
ぎ
行
く
娘
が
別
れ
に
活
け
る
母
を
泣
か
せ
た
床
の
桃　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

三
つ
並
ん
だ
桃
色
イ
ス
の
春
の
バ
ス
停
客
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

桃
の
節
句
に
雛
壇
荒
し
そ
ん
な
娘
も
孫
を
抱
く　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

陽
ざ
し
春
め
き
か
わ
い
く
咲
い
た
孫
の
名
前
の
桃
の
花　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

娘
い
な
く
て
ひ
な
様
な
い
が
せ
め
て
生
け
よ
う
桃
の
花　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

梅
や
桜
と
さ
そ
い
の
声
も
花
粉
こ
わ
く
て
家
の
中　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

桜
名
所
は
数
数
見
た
が
豪
華
絢
爛
花
絵
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
帰
っ
て
お
く
れ
花
が
咲
い
て
も
笑
え
な
い　
　
　

増
尾
青
蓮

孫
も
溢
れ
る
笑
顔
で
桃
の
花
と
嫁
入
り
し
あ
わ
せ
に　
　
　
　
　
　

山
岸
錦
洋

道
曲
り
風
も
曲
り
て
梅
香
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

ひ
な
菓
子
の
南
瓜
の
み
ど
り
割
れ
や
す
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

炭
焼
き
や
三
月
三
晩
の
風
と
寝
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

ウ
イ
ル
ス
で
世
界
が
沈
む
春
遠
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

車
椅
子
そ
っ
と
踏
ま
ず
に
蕗
の
薹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

ト
ラ
ク
タ
ー
春
泥
こ
ぼ
し
過
ぎ
行
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

村
道
を
犬
乗
せ
帰
る
耕
耘
機　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

藪
椿
木
原
城
跡
紅
で
染
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

春
夕
焼
里
に
流
れ
る
陸
平
の
曲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

春
雷
や
清
志
郎
ロ
ッ
ク
な
り
や
ま
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

炭
焼
き
の
煙
に
染
み
る
弥
生
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
蝶
駿

春
彼
岸
闇
を
と
も
し
て
娘
を
迎
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

転
寝
の
し
た
く
な
る
よ
な
春
炬
燵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

春
光
や
免
許
返
納
夫
無
言　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
き
み
枝

三
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

字
結
び
「
桃
・
花
」
一
字
以
上
詠
み
込
み

スマホアプリで村税等のお支払いができます！スマホアプリで村税等のお支払いができます！

■問合せ　収納課☎０２９－８８５－０３４０


